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諸鈍方言の音節構造とアクセント
早田輝洋
０．はじめに
本稿は、鹿児島県大島郡瀬戸内町諸鈍方言の名詞の韻律構造一主として音節構造の交替
に伴う諸現象と広義のアクセントの構造（声調構造）－の分析を試みるものである。資料
としては、服部(l979ab)と九学会連合編(1959）『奄美』（上村幸雄氏調査の箇所)を参考に
はするが、事実上その全てを、かりまた・冨高・長嶺・金(1992)および冨高(1993)によって
いる。（以下くか53〉〈富221〉等の略記で、かりまた等(1992)のp､53、冨高(1993)のp､221
を示すことがある。またページ数を示きずにくか〉〈富〉と略記する場合もある。語彙の引
用の時などでは「か」「富」も略してページ数のみを示すことがあるが、二桁の数字はくか>、
三桁の数字はく冨〉である｡）両資料は諸鈍方言の名詞が助詞を付けた時に呈する分節音
的・韻律的交替形を、十分'ことは言わないまでも、かなりよく提供してくれている。ただ分
節音の現象（子音の交替等）の分析も、韻律的な興味有る現象（音節構造による母音の長短
の交替や、アクセント現象）の分析も一切なきれていないのは不思議である。〈富〉は「資
料」と謡っているが、これだけ面白い方言について何も分析を施きず説明を試みないのは勿
体無い。本稿において／／に入れた解釈は、資料に近い転写にはしているが、全て筆者に
よるものである。
資料の転写は、分節音・ピッチともに筆者の勝手な解釈では不安なので、出来る限り原資
料どおりにした。破擦音その他で１音素に当るものが２字３字で転写きれている場合もある
が、分らなくもないと思う。唯一喉頭化音の記号[，］と有気音の記号[`]例えば[k，a]と[Ra］
との区別は見にくいから、喉頭化音の記号は原資料どおりにし、有気音のみ上付の小苔なｈ
を用いた。例えば、［k,a]と[kha]。
<か64-65〉は(1)のように述べている。
(1)「iambicのacuteaccent【o卜○】のグループの単語は、【中略】-,u(が)、‐ja(は）とい
う助詞をともなうと、ｏｒ○丁o(amphibrach)というリズム＝アクセント的型になる。
……〔t,f｢d1,丁nju〈鼓が〉ｔ，Tl、｡l、〈鼓>〕……第二音節目がＣＶＣになる単語は、係
助詞一ｍ(も）をともなうと、ＣＶＣ構造に変化するまえのふるい形になり、単語全体の
フォネーム的構造および音節的構造、そしてリズム＝アクセント的構造に変化が生じて、
1
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o｢○丁○というbacchicのacuteaccentになる。……〔tTrdr:可mim〕〈鼓も>」
何故Ｃｌ、○に短音節の助詞が付くとｏ｢○７ｏのようにアクセント形が変るのか、助詞ｍ
を伴うと何故「ＣＶＣ構造に変化するまえのふるい形」になるのか、何故「フォネーム的構
造および音節的構造、そしてリズム＝アクセント的構造に変化が生じ」るのか、等等につい
ては全く論じられていない。該方言話者は、何故そのような交替形をやすやすと日常使えて
いるのか。
貴重な資料を提供してくれたことに感謝しながらなお苦言を呈すれば、〈か〉は類別語彙
表に無い名詞も多数挙げているのに、その一部にしか助詞の付いた例を挙げていない。筆者
としては挙げられた全ての名詞に、助詞の付いていない形、助詞、ｕ《が》の付いた形、助
詞、《も》の付いた形を挙げて貰いたかった。単独の名詞が子音で終る時、その子音と、ｕ
《が》の、の連続の結果そのｎがどのような交替を呈するかを知りたい。名詞末の子音
と、《も》が連続した時に両子音の間にどんな母音が出現するかは何よりも貴重な情報で
ある。ｍ《も》はまた、それが開音節で終る名詞に連続した時には閉音節が出来る。その結
果として起るピッチ形の変化も知らなければならない。
〈冨〉はその挙げられている名詞の全てに《が》《も》に当る助詞の付いた形を示してい
るのは大変結構なのであるが、ｍ《も》はよいとして、《が》の助詞としてｇａが付いてい
てｎｕの付いていない名詞が多数有るのは非常に困る。見たところでは、ｇａには音交替が
見られないが、ｕではよく交替が見られるのである。全ての名詞に、ｕの付いた形を挙げ
なければならない。それ以上にく冨〉で困ることは、語彙を「類別語彙表」から採っている
ことである。（そのように題名で断っているからよい、というものではない｡）結果として
「類別語彙表」に無い語彙は漏れている。この点はくか〉の方が資料になる。「類別語彙表」
だけから語彙を選ぶと、その方言にとって極めて重要な語彙が欠落したり、その方言の共時
的音韻体系を知るために絶対に必要な語彙が漏れたりして、体系が分らなくなることが非常
に多い。共時体系が分らなければ歴史的研究をする上にも支障を来す、ということを理解し
なければならない。共時論無しでは真の通時論は不可能である。調査語彙の中に「類別語彙
表」の語彙が入っていることは通時的研究にとって大切なことである。しかし、通時的にも
共時的にも「類別語彙表」の語彙は調査語彙の真部分集合であるべきであって、その逆は絶
対に不可である。
また両資料を通じて問題なのは、〔〕に入っていながら音声記号と音韻記号とが混在して
いる点と、そもそも音韻論的にどう考えているのか住々にして不明である点である。－つだ
け例を挙げれば、次のような音節末のＯＮ、の表記の音は互いに音声的に違う３種の音な
のであろうか。音韻的な区別はどうなのか。
２
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(2) ～もＮ、
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ｎ
ｌ、ｇａｎ５６，７４
１/Ｊｅｎ５６
１/，ｕｎ５６
レｋｉｎ５６
粉
物
人
入
団
人
人
人
食
三
人
分
日
一
蟹
澱
斧
着
蟻
五
九
布
犬
銭
六
七
八
夕
十
十
半
元
1/ＪｅＮ７１
レ，ｕＮ７１
レk，ｉＮ７１
１、２aN53
gul、ｎｉＮ６４
ｋｎｌ、ｎｉＮ６４
ｈｕｌ、t，oＮ６４
Jel/num
，ｕｌ／ｎｕｍ
ｋｉｌ/num
”ｉｎ５６，５８，２２６
１/d5in5a59
rukl/nin81
Jitレnin81
hatl/nin81
ju:|/ban80
d5u:|/san80
d5u:|/ｎｉｎ８１
ｈａｍレbｕｎ８０
ｇｗａｎ７ｔｈａｎ７９
2il／ｎｕｍ
ｄ５ｉｌｍｕｍ
筆者がくか〉〈富〉両資料から探し得た０Ｎ、で終る名詞は(2)に挙げたものがその全てで
ある。助詞、《も》の付いた例はそこに見られるとおり僅々五つしかなく、しかもすべて
ｕが出ている。他の単語もすべてｕが出るのであろうか。明示して貰いたいものであるが、
それと共に全ての例に、《も》の付いた形を示すことが重要である。
《着物》については、服部(1979a:110）（服部博士自身による諸鈍の調査資料という）に
k脈ｉ９とあり、九学会連合編『奄美』ｐ､456（諸鈍、上村幸雄氏調査）にはし2k，ｉＮとなって
いる。また《犬》については、服部(1979b:102)に？ｉｒＮとあり、九学会連合編『奄美』
p､436にし2ｉＮとあるところから見ると、（服部・『奄美』ともに音声表記である故）基底
形が、ｕで終る名詞のｕ－脱落形の語末音は[０－N]と考えてよさそうである。しかし、《蟹》
のように基底形が、ｉで終ることも考えられるものは（というのは《蟹が》はgan7njuで
ある故)、ｉ-脱落形の語末子音は口蓋化した、即ち、」～Ｊ１かもしれない（P､7参照)。
〔|、Jenrga〕《澱粉が》５６の、ｇの前のｎも心配である。〔|、minrkhI〕《まつげ》、
〔|、minrk'o〕《つんぼ》、〔|、nan｢kha〕《七日》等（全てくか76>）ｋの前のｎであるが、９
でなくｎであるのならば、はっきりどこかで明示して貰いたいものである。〔〕の中でも
３
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或いは音声でなく音素なのかもしれないが、それなら音素／N／と音素／､／の区別はどう
なのか明示きれていないと分らない。その他、音節末のＪｔｄ等音韻論的にどういう地位
にあるものなのか説明が欲しい。両資料とも音声と音韻の関係の記述が全く無い。
〈か〉とく富〉とでピッチ表記法の違うものがある。〈富〉は、同一の音節構造でありな
がら(3)のように、例えば《犬も》と《息も》とで、また《鯉も》《扇も》と《俵も》《刀も》
とで、ピッチ形を違うものとしている。それぞれの名詞の単独の音節構造は確かに違う。し
かし（脳裡の）辞書から取出きれて助詞を付けた名詞句には、名詞単独時の音節構造情報は
無いと考えられる。筆者としては、音節構造が同じで声調型（下降調か上昇調か）が同じで
あれば（かつ強調の有無・位置が同じであれば）同一のピッチ形になる、と仮定しているが、
引用は原文どおりにする。
(3) くか〉
Ｃｌ/○〔?il/num〕
同右
無し
○|/○〔2o:|/gim〕
同右
同右
〈富〉
｢oし○〔｢2il/num〕
oし○〔2iしRim〕
｢○Ｗ○〔｢kho:|/jim〕
｢○丁|/○〔r2o:|/gim〕
○|/○〔thO:|/ram〕
○|/○〔khatlmam〕
形
Ｖ
Ｖ
Ｗ
独
Ｃ
Ｃ
Ｖ
Ｃ
ｐ
Ｃ
単
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
型㈹㈹亟亟》》
も
も
も
も
も
も
犬
息
鯉
一
扇
俵
刀
１．古い形
くか〉は(1)に引用したように「第二音節目がＣＶＣになる単語は、係助詞一ｍ(も）をとも
なうと、ＣＶＣ構造に変化するまえのふるい形になり」と言っている。(4)のような例のこ
とである。
《鼓》
《毛抜》
《扇》
《犬》
《皷が》
《毛抜が》
《扇が》
《犬が》
(4) 《皷も》
《毛抜も》
《扇も》２２７
《犬も》２２６
t，Tl、dim
khfl、ｎｕｋ
ｌ／2ｏｋ
レ？iｎ
t，Yrdfn7nju
khf｢numnu
l、？ｏｋｒｎｕ
ｌ、２iｎｒｎｕ
tTrdY:可mim
khIrnu:可k，ｉｍ
ｒ２ｏ:|/gim
F2iレｎｕｍ
即ち、ｔ，rdIm-t，IdIn，khfnuk，？ok’２ｉｎが、それぞれｔ，rdl:mi，khfnu:k'i’２o:gi，２inuと
いう古い形になると言うのである。確かに通時的にはこれらの母音の付いた形は「古い」形
に違いない。しかし、この方言の話者が《扇》は？ok、《犬》は？ｉｎと覚えているとは考え
られない。もしそうならば方言話者は２ｏｋにｍが付いた時にそのｏは長くするのに？ｉｎ
のｉはどうして長くしないのか。どうして２ｏｋのｋはｇにするのにkhrnukのｋは９
４
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にしないのか。どうして２ｏｋには母音ｉを付けるのに２ｉｎには母音ｕを付けるのか。母
音の付いていない形を覚えていると仮定すると、以上の事実が全く説明できなくなる。話者
が覚えているのは母音の付いた長い形一t'Idr:､i，khfnu:k，i'２o:gi，２inu等一であり、
そういう基底形が条件によって規則的に短い形に交替する、と考えて初めて以上すべてのこ
との説明が付くのである。
それでは長い基底形から短い表面形（音声形）を導き出すには、どのような規則を用いて
いるとすべきか。(5)の例を見るとおよその見当が付く。
（助詞無し）
|、ｎａｔ
ｌ、ｍｉｔ５４
１、t'ａｔ
l/t'1ｔ５６，５９，７７
２Ｗt，Ｉｔ６８
ｍｆｌ/Ｍｔ６８
ｓｉＷｔ'1t７１
～も
ｎａｌ、ｔ'１ｍ
(5)基底形
／、nat'１／
／、ｍｉ:t，f／
／、t，a:t，f／
／/t，Y:t'1／
／/?it，I:t'１／
／/､、I:t'1／
／/sIt，f:t,f／
～が
nat7nu
miPga
fat7nu54,５７，７５
１、tTt｢ga
2il、t，Itrga
mll、、1t｢ｎｕ８９
ｓＹＭ,ftrnu71
夏
三つ２２１
－つ
－つ２２８
五つ２２８
みみず２２９
蘇鉄
ｍｉｎｔ，rm
t，ant'１，５８，２２１
t,f:|/t'１，６０，８１
２irt，f:|/t，ｉｍ
ｍｌｒｍｌ：|／t,ｆｍ
ｓｒｒｔ，f:|/tＴｍ７２
khfrnuk7nu
khal、gam｢nju
thUn7njU
khIrnu:７k，im
kharga:|／mim
thUl、ｒｉｍ
□
Ｋ
、
・
１頁）
ｕ
ａ
ｎ
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９
ｒ
ｒ
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ｈ
、
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蒔
ぱ
い
ト
，
ｕ
毛抜２２２
鏡２２８
鳥２ｌ９
しゃもじ７６
－昨日７４
/、kInu:k,i／
//kagami／
/、turi／
//miJgi/？
/、utt，i/？
犬２２６r2il／ｎｕｍ//?inu／ |、？inrnul/2ｍ
mui7khaga
khu｢honro｢nu
ha｢the:丁hernu
muFkham
khurho:しrom
ha｢the:|/he、
mui7kha
khul、horro
hal、the:｢hｅ
/、muika／
//kuhoro／
//hate:he／
六日
'し、
畑
即ち名詞の語末の短狭母音（Ｙｉｕ)が落ちていることが分る。しかし、ＶＣの後でなければ
ならない。／/miJgi／／、utt，i／のような閉音節の後の音節では母音は落ちない。中高母音や
低舌母音も落ちない。また(6)の例を見よ。
《胸》ｍｕｌ、、１ｍ(6)／、munf:／mul、､I： ｍｕｒｎｌ:可ｎｕ
５
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//mimi:／
/、?utu:／
mil/ｍｉ：
?Ｕl、thU：
mil、、i:｢nu
2UrthUnnu
《耳》
《音》
mil／ｍｉｍ
?Ｕl、tｈＵｍ
狭母音(Ｉｉｕ)でも長母音であれば落ちないことが分る。しかし、短母音であっても(7)の例
のように落ちない場合がある。
2Ul、mOrthI
Jil、rja｢91
1、t，ｏ:｢gf
khu｢gannY
khu｢ganne
l、jo:ｒｎＩ
Ｉ、tｈｏｒｎｆ７７
?UrmOnthrrnU2U｢mO:|/thIm
Jirrjangl｢ｎｕ Ｊｉ｢rja:し９１ｍ
(7)／/?umdtI／
／/sirja:91／
／/t，o:91／
／、kugam／
参考/、kugane／
／/jom／
／/to:､I／
《表》２３０
《白髪》２３０
《鍬》７７
《黄金》８８
《黄金》２２３
《宵》７６《今夜》７７
《豚の餌箱》
ｕ
ｕ
ｎ
ｎ
吋
１
”
ｅ
、
ｎ
丁
「
ａ
ａ
（
９
（
ｇ
ｒ
ｒ
ｕ
ｕ
ｈ
ｈ
０
Ｋ
０
Ｋ
ｍ
ｍ
Ｉ
”
ｅ
ｎ
ｎ
「
丁
ａ
ａ
（
巴
貝
）
ｒ
ｒ
ｕ
ｕ
ｈ
ｈ
６
Ｋ
１
Ｋ
ｔｌ［thl］とｇｒと、Ｉは落ちていない。他に、mIl/mft《ミミズ》、mfl、InftrnU《ミミズが》、
ｍＩｒｍレdIm《ミミズも》７２，８９が有り、ｄｆが落ちるようであるが、〈冨229〉では、
mll/ｍｉｉｔ《ミミズ》、mfl、,nftrnu《ミミズが》、mIrml:|/t'1ｍ《ミミズも》となっていて、語
末音節はｔ'１であり。ｆではない。語末短音節の。ｆは《ミミズ》にしか見つからない。
t'１の母音の落ちる例は多数ある。《黄金》を意味する単語はくか〉とく富〉とで上のよう
に違う。〈富〉では語末母音がｅであるから落ちないのは当然であるが、〈か〉では
khuga:､ｆの、ｌがjo:､I，tho:､Ｉとともに落ちない例の一つになっている。ｆは喉頭化子音
の後でのみ落ちるのかも知れないが(<か〉の《ミミズ》の。Ｉが問題)、短いＩの前の喉
頭化子音は、資料の中ではｔ，ばかりである。例が少なすぎて不安である。ｉの落ちる例は
多々有り例外も無いようなものの、実は(8)の例が－つ有る。
(8) //d5uni／ 1、ｄ５ｕ｢nｉ７７ 《十二》
ここでも震に(2)で触れた《蟹》等単独で鼻子音に終る名詞に助詞ｍの付いた形が是非知
りたくなるのである。０Ｎｎ等で書かれている鼻子音と助詞、の間にもし必ず母音ｕが
現れるのならば、《蟹》の基底形は／ganu／でｕ－脱落、或いは／gan／か／gaN／かでｕ－挿
入ということになり、、ｉで終る基底形の母音ｉは、従って／d5u:､i／の語末母音ｉは、開
音節の環境でも脱落しない、と言えることになる。ｕ-挿入ということが言えるなら、また
結構なことであろう。ＪｅＮ７１Ｊｅｎ５６《千》やgwanthan79《元旦》の基底形が／senu／や
/gwantanu／であるよりも、／SeN／や／gwaNtaN／である方が尤もらしく思われる。しかし、
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単独時鼻音で終る名詞に助詞ｍの付いた例が少なすぎて不明なので、不本意ながら、開音
節の環境で母音ｉとｕは挿入でなく脱落することにしておく。その場合、例外とは思われ
ない《十二》が例外になる。
この資料の限りでは(9)のように、一応「多音節名詞末の短音節（１モーラ音節）中の母
音ｉｕおよび短音節Ｃｆの母音Ｉは音節境界の前で落ちる」という音声規則を仮定して
おく。（ｃは喉頭化子音）
(9)高舌母音脱落（＄は音節境界）
に二二]]名舟、一．／ Ｖ
高舌母音脱落規則(9)は、どういう助詞が付いたか或いは助詞が何も付いていないか、等の
ことが決定してから起る現象である。即ち、辞書の出力形にはｉ，１，ｕが語末に付いてい
る訳である。従ってこの規則は音声規則postlexicalruleということになる。子音の口蓋
化の規則がこの規則に先立つ。服部(l979b:103-105)－服部博士自身の調査一には(10）
のように語末に小さなｉやｉ等が付いている。「諸鈍方言の語末のルビ表記のｉｉのうち
無声音直後のものは無声｡」（服部1979b:１０１）しかしこのｉｉは基底母音とは無関係であり、
歯擦音（ＪｔＪ等）の後ではｉ、それ以外ではｉになっているようである。ｇａＤ《蟹》の基
底形が仮に／gani／であっても０は不思議でないことになる。
r2aLri 石r2iLJ1
｢haLJ1 昼rhiLri
ri?Lphi【原文は「?iLpA】
ｒｋｕＬｋｉ 口rkuLtJl
｢khuLJl【原文はrkULJi】
rthuLri【原文はrfuLri】
ｒｍｉＬｔｉ 道rmiLtJl
rkaLki蔓・弦rfiLri
＋・ｒｊｕＬｋｉ 牛r2uLJl
｢kiLti 霧rkiLri
rkuLpi
rkhuLri【原文はrkuLri】
｢jliLj【’無し。原文のまま】
rmuLJl《ヘぴ》
(１０）彼
橋
海老
釘
腰
鳥
水
垣
雪
傷
頚
之
西
虫
２．長母音と短母音の交替
2.1．単純語と複合語の間の交替
この方言には同一の形態素と思われるものが、単純語で用いられる時と複合語の中で用いら
れる場合とで、母音の長ざの違うことが有る。例えば、（11)を見られたい。
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(11）ｉ）｜、khi：《毛》ｋｈＩｎｎｕ《～が》２１７
ｉｉ）khfl、nuk《毛抜》khf｢nuk可ｎｕ《～が》khlrnu:1k，ｉｍ《～も》２２２
ｋhｍ:|、k，ｉｍ《～も》（助詞強調形）６６
iii）｜、minrkhr《まつげ》７６
今、声調を別にして、単純語khI：《毛》に当る形態素は複合語khInuk《毛抜》、minkhl
《まつげ》において短母音形ｋｈＩになっている。majo:《眉》その他の多音節語についても
実態を知りたいが、資料が無いので分らない。おそらく、ｋｆ：《毛》はｋＩを基底形とすべ
きだとは思うが、資料不足で十分に解明できぬ故仮にｋｆ:，majo:等を基底形として扱うこ
とにする。もし《毛》の基底形がｋｌであるならば、辞書からの出力形（音素表示）もｋｆ
であり、khl：の形は音声規則postlexicalrulesによる実現形（音声形）にすぎないことに
なる。
2.2．音節構造による交替
上のkhI:，khlnukのような複合に係わる母音の長短の交替と違って、本方言には助詞が付
いた際の音節構造の変化による母音の長短の交替も存在する。（12)の如きものである。
(12）
《毛》
《皮》
《鼻》
《相撲》
《毛抜》
～が
khlnnu
l、kho:｢nu
harnannu
surmonga
khlrnumnu ｍｍ
ｙ
７
．
１
・
１
０Ｋ０Ｋｍ
ｍｍｍへ・・印
も、、川ⅦⅢ杣１
－
ト
レ
ｈ
Ｓ
ｋ
ｋ
ｒ
ｋ
：
ｕ
：
ｏ
ｎ
由山川川い
卜
し
ｈ
ｓ
ｋ
217
225
220
221
222
(､強調)66
227《扇》 し2ｏｋ l、２ｏｋｒｎｕ
これは助詞が付いた結果生じる現象である故、やはり辞書内での交替ではなく、音声規則
postlexicalrulesによる交替である。
この母音の長短の交替は、助詞ｍが付くことによって、或いは助詞ｍが付かないが故
に語末狭母音が脱落することによって、３モーラ音節が出来ることになり、それを避けるた
めに母音が短くなって２モーラ音節になる、という諸言語・諸方言に見られる現象である。
２モーラ音節khI：は許きれても３モーラ音節khI:ｍは許きれずｋｈｉｍになる。？o:gi-?o:ｇ
（高舌母音脱落(9)でｉが落ちた形）の異形態のうち、２モーラ音節２o：は許されても３
モーラ音節？o:ｇは許きれず、短縮して２oｇ（音節末無声化で？ok）になる。
８
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即ち(１３)のように、当該３モーラ音節の三つのモーラを担う分節音が、２種の分節音（ａ
ｂ）－こつのスロットーよりなる時（ａａｂ或いはａｂｂであってａｂａは三つのス
ロット故不可)、２モーラに当る分節音をｌモーラにして、２モーラ音節にする（坪はモー
ラ、ぴは音節)。
(１３）音節縮約
ＸＸＡｉ
ｍ〔会iノ ロノｕ、／－＞
０○
《木》はＭ，《扇》は２o:gｉ（語末が開音節の時は(9)により？o:９，音節末で無声化して
?o:k）とすれば、khY：ｋｈｍ２ｏｋｎｕ？o:gimは(14)のようになる。
(14）
《扇も》
２ｏｇｉ＃ｍ
八｜｜
ﾉｕノＬＬαノリ
Ｖ｜/／
《扇が》
?ｏｋ＃ｎｕ
《木も》
ｋＩ＃、
《木》
ｋｉ
Ａ｜
ノリノリノリ
L〈|／
Ａ｜
ノリノリノリ
黒|／
八
川
Ｖ 〃
００ひ○○０
３モーラ音節が出来た場合も、その三つのモーラを担っている分節音が３種ある時は、ど
の分節音も消す訳にいかないので、その音節を(15)のように２音節に分ける。
(15）２音節化
ＶＶＣＶＶＣ
ﾉリノｕノリ
１Ｖ
－＞ﾉリ“ノ【Ｌ
/、|／
ｄｏ０○
例えば、ｋｈａｉ《粥》の資料は(16)|こようになっている。
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(16）《粥》／kai／｜、khaikhannukhal、jｉｍ２１９
khaiに、《も》が付くと３モーラ音節になるが、（14)のkhl:、→ｋｈｉｍ《木も》とは違っ
て、khaimのうちモーラを担っているａｉｍのいずれの分節音をも消す訳にいかないので
(17)のように新しく音節を－つふやす。
(17）
ｋａｉ
ｌｌ
ノリノＵ
Ｖ
ｋａｉ＃ｍ
ｌｌｌ
ノリノリα→
ＶＬ／
ｋａｉ＃ｍ
ｌｌｌ
ノ【Ｌノリノリ
/澪|／
ｋａｉ＃ｍ
ｌｌｌ
ａノリノリ
１Ｖ
－ラ
び ○ ００ ○○
ところで次のような例がある。
(18）《鯉》
しkhoi
《鯉が》
|、khoirnu
《鯉も》
｢kho:|/jim225-226
基底形を／koi／とすると、（17)と同様に／koi丼、／→khojimの如きｌモーラ音節と２
モーラ音節の２音節になる筈である。もし［kho:jim］という形が何らかの強調形でないとす
れば、基底形として／koi／という３モーラ音節形を立てることになる。音声形で３モーラ
音節が実現しないのに、基底形に３モーラ音節を立てるということも有りうることである。
このようなデータはｋｈｏｉ《鯉》１語しか得られない。この方言で一般的であるかどうか怪
しいが、ここでは仮に３モーラ音節の基底形／ko:i／を立てておく。kho:ｉがｋｈｏｉになるの
は、khl：がｋｈｌになるのと同様の過程である。（19)参照。
(19） 《鯉も》
ｋｏｉ＃ｍ
八｜｜
ノリノリノリα
Ｖ、／
ＯＯ
ｒｋｈｏ:しｊｉｍ
《鯉が）
ｋｏｉ＃ｎｕ
《鯉》
ｋｏｉ
Ａｌ
ノリメムノリ
、|／
／｜｜
“αノリ
、|／
“
ひび
I、ｋｈｏｉｒｎｕ
０
１／ｋｈｏｉ
ko:i＃、において、ｍはどうしても隣のｉと同一の音節に属せざるを得ないが、４モーラ
－１０－
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音節にはなれない。そこでｉと一緒になって新たな１音節を形成する。
３．子音の交替
子音については詳細が不明である。前舌母音ｉに先立つ子音の口蓋化の規則がある筈であ
り、これが(9)の高舌母音脱落規則に先立つ。即ち、高舌母音が脱落しても子音の口蓋化は
保たれる訳である。母音の脱落した口蓋化子音に直接後続する子音も口蓋化を起すと考えら
れる。例えば、（20)の如くである。
(20） 《踊りが》－辞書出力形＃助詞
口蓋化
高舌母音脱落(9)
ｒの鼻音化
子音群の口蓋化同化
３モーラ音節の２モーラ化(15）
ピッチ付与
その他の規則
く冨222〉
、uduri＃､ｕ
、udu:ｒｊｉｎｕ
、udurjnu
、ｕｄｕｎｊｎｕ
、udunjnju
、udunjnju
urdunnnju
wurdunnnjｕ
〔wurdun可nju〕
上に見るように、高舌母音脱落の後に「ｒの鼻音化」がある。ｒは、が後続した時（１例
MJurrnju《－人が》８７を除いて）〈か〉〈富〉を通じ全て、になっている。その後で「子
音群の口蓋化同化」が極めて生理的な現象として有るといわねばならない。即ち子音連続に
おいて、前の子音が口蓋化していれば後続子音は口蓋化しないでは普通発音できない、とい
うことである。しかし、この現象は音声現象としても極めて表面的な事なので、実際には
様々な程度の実現であるらしい。舌端音coronalが最も影響を受けやすいようで、この資
料では子音に続く助詞、ｕ《が》の、口蓋化表記が最も顕著かつ不統一に現れている。
<冨〉ではｎｕｎｊｕだけのようであるが、〈か〉ではｎｕｎｊｕの他にｄｕ－〔|、t，ftrdu〕《－
つが》56,59（しかし〔t,at可､u〕《二つが》５７)、Ｍｏ:ｒｄｕ５５《青が》-,.5u(〔t'1:|/thatJ〕
〔t，Inthatrd5u〕《－日が》８０等が現れている。しかしｎｊｕが期待きれる位置で必ずしもそ
う表記されていないものもある。舌端音の口蓋化が重要だと考えられるのであるが、資料に
は破擦音化は記きれていても口蓋化は殆ど記きれていない。(2)でも触れたが、〈か74〉の
Ｕ、gan〕《蟹》、〔gan可nju〕《蟹が》、〈か53〉の〔|、gaU〕《蟹》〔gan可nju〕《蟹が》等の表記
および筆者の仮定した派生から考えると、その０は、その発音を精密にＩＰＡで［Ｊ１］と表
記しようとした時の単なる印刷上のミスなのではないか、と考えられる程である。助詞ｍ
の付いた《蟹》の例の無いのは残念であるが、助詞、ｕがｎｊｕと表記きれている以上、語
－１１－
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末のｎは口蓋化している筈であり、そのためには助詞の、の前にｉが有ると考えたくな
る。基底形は／、gani／ではないのだろうか。仮に助詞、ｕが後続した時にganjinu→
ganjnu→ganjnjuであっても、助詞が付かない時にｇａ９であり得ないことはない（P､7参
照)。しかしこの方言の現実がどうなのかは分らない。（ただ、《蟹》の基底形が／、gani/と
なると(8)の《十二》がやや難しいことになる｡）
なお助詞、ｕのｎが口蓋化してｎｊｕになっているのは、資料を見る限り、ｕの直前の
名詞の基底形最終音節がｒｉである場合が圧倒的に多く例外が無い。このｒｉが口蓋化して
rjiになってからｉが脱落し、口蓋化した，Ｊが後続の、に同化して鼻音化しｎｊｎという舌
端音鼻音連続が形成きれることがｎｊｕの生れる最適の環境なのであろう。、ｕ直前の音節が
基底でｓｉである場合は、ｓが口蓋化してＪ１～Ｊになるのに、僅かに《煙》ｌ例が
khr｢buJ7nu222khf｢ｂｕｎｎｊｕ６５の両形を呈するのみで、Ｊ１－Ｊの後では圧倒的に、ｕであ
る。
〈富221〉に、〔|、khotJ〕《鞠》、〔khotmnju〕〔khot7nju〕《鞠が》というデータがある。こ
のtJnjutnjuの表記もＩＰＡで表せば、ｔＪｎｕ→ｔＪＪ１ｕ→ｃＪＩｕの如き音声過程の一部を表し
たものではなかろうか。いずれにせよ音声的で程度の問題であろう。、ｕがｄｕｄ５ｕに表記
されているのは、直前のｔｔＪ等による「非鼻音化」或いは「脱鼻音化」とも称すべき過程
によるものであろう。ｄ５ｕになっているのは脱鼻音化してから口蓋化が進み硬口蓋音化し
てＪのような音になっているものと考えられる。（Ｍｏ:｢ｄｕ《青が》〈か55〉では何故、が
脱鼻音化したのかよく分らない｡）
音節末で非共鳴音obstruentは無声化する。殆どのデータには無声子音で表きれている
が、〔21、abrra〕～〔21、ap｢ra〕《油》、〔|、hikrru〕～〔|、higrru〕《垢》、〔|、khuprra〕～
〔|、khub｢ra〕《ふくらはぎ》の例もあるくか76>・実際には声の有無が中和している、とい
うことであろう。《油》《垢》《ふくらはぎ》の例は皆語彙の内部のことであるが、音声規則
でそのような現象をまかなわねばならぬ例としては次の如きものがある。
(21） 《紙》
、kabi
、ｋａｂ
、kap
｢kaT
U、khap〕２１９
《紙が》
、kabi丼､ｕ
、ｋａｂｎｕ
、kapnu
rkap7nu
〔khapTu〕２１９
《紙も》
、kabi丼、
高舌母音脱落(9)
無声化
ピッチ付与 ｋａ｢ｂｉ７ｍ
〔khal、bim〕２１９
喉頭化音は、史的な母音脱落による子音連続の結果生じたものと、共時的音声規則で生じ
たものとが有ると考えられるが、今データが十分でないので触れないことにする。弁別的で
－１２－
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ない位置における音声的出現を記録している可能性もある。
４．基底形と交替規則
4.1．どの程度の抽象的な形が基底形であるか？
ききに《扇》は単独では２ｏｋでも基底形としては？ｄｇｉとしなければならない、《犬》は単
独では２ｉｎであっても基底形としては？inuでなければならない、と述べた(P､4-5参照)。
これらの語形は助詞ｍを付けたとき等に現れる音形である。
上のようなものとは別に、実際の音形には現れない形を仮定して、そこから実際の音形を
導き出すとすべきものもある。母音ｉの直前の子音の口蓋化は、その子音が喉頭の子音で
ない限りすべての子音に起る現象と言えよう。しかし、基底形にその口蓋化の有無が指定き
れているとするのは適当でない。《牛》は必ず２uJ(i）と発音され、２usiとは発音されない
（らしい）が基底形としては２usｉとした方がよい。ただしこれは交替形の一つとして、Ｊｉ
のように母音が出ている場合である。
ｓで実現せず常にＪでありながら、けっして後にｉが（少なくともピッチの担い手とし
て）出てこない場合はどうだろう。そのような例、交替を起してはいないが語中に閉音節を
有する単語(22)-ａも、（22)-ｂのような基底形から口蓋化と高舌母音脱落(9)に類する規則
の適用を受けて出てくるように思われる。
(22） ｂ
?usirjo
hasirja
?isigjakF
mls1gl
guJirja
trBirja
ａ
ｌ、?ｕＪｒｒｊｏ７６
ＭａＪｒｒｊａ７６
?iJl/gjak81
1、miJ｢ｇｉ７６
１、gutJ｢rja76
Mhfbrrja76
C
2usiro
hasira
2isigakl？
後
柱
石垣
しゃもじ
鯨
手のひら
guJira
tfBira
日十
桜
二 ｓａｋ７ｒａ７４,７５
hat7ka74
hat7kha223
hut可k，ａ７４，７５
hut7kha223
nt丁t，ｉ７４
ｎｉｒｇｗａｄ７ｄＩｋ９０
Ｊｏｎｇｗａｄｌ、ｄｆｋ９０
ｓａＧｕｒａ
ｈａＤｕｋａ
ｈａＤｕｋａ
ｈｕＤｕｋａ
ｈｕＤｕｋａ
uDufi
nigwaDudYGu
Jo:gwaDudIGu
二日
日昨
月
月
一
二
正
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1、khat｢ｎａ７６
１、ｈｕｋｒｒｕ７６
１、２it｢k，ａ７６，７８
１、２itrkha229
1、、an｢ｋｈａ７６,７７
１、２ap｢ｒａ７６
１、？ab｢ｒａ７６
１、mak｢ｒａ７６
１、hik｢ｒｕ７６
１、hig｢ｒｕ７６
１、ｋｈｕｐｒｒａ７６
１、khub｢ｒａ７６
１Ｕｉｒｒｋｈｉ７６
１、２in｢ｇａ７６
１、ｍｉｎｒｋｈｒ７６
１、min｢kb76
Mimrbe76
1Uwan｢ｓｒ７６
１、jam｢ｍｅ７６
１、k，iprthJo76
Mjan｢ｊａ７６
?ad7d5arha90
khaml/nar80
khamnan｢nｊｕ８０
kaDuna
日
刀
袋
五 huGuru
?ｉＤｕｋ，ａ
?iDuka
nanuka
?aBura？
?aBura？
maGura
hiGuru？
hiGuru？
kuBura？
kuBura？
2iruki
2inuga
minukl
七日
柚
枕
垢
ふくらはぎ
ふけ
雄
まつげ
つんぼ
カンパチ
豚小屋
庭
急須
洞穴
下駄
雷
ｍｉｎｕｋｏ
sinube？
2wanusl
janume
kiButJo
2januja
2aDud5aha
kamunari
ざらに(23)の如きものを見るとＣ｣ｉの順行口蓋化も考えたくなる。そうなると、（22)-ａの
基底形として(22)-ｃが立てられそうでもある。しかし、そういう過程を共時的なものとし
て記述するには、多くの原音素（ｐとｂの原音素Ｂなり、ｋとｇの原音素Ｇなり）を
設けることになるし、根拠が不確定のもの（例えば仮定する子音の喉頭化の有無、(9)を適
用きせる為に設ける非前舌基底母音ｕかＩかの選揮）には無標項（非喉頭化音、母音ｕ）
を選ぶ、等等かなり怪しい仮定を重ね無理をしなければならなくなるばかりでなく、そうし
ても僅かながら例外が出てくる。以上のような共時的記述は可能でありそうではあるが、少
なくとも更に多くの正確な資料を要する。
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(23）
mil、khja：
tJirk，janra
k，il/nju：
Jil/rjamJirrja:しmim
Jil、rja｢9１
６２，２２２？←mika：
223？←tJik，a:rａ
６８，２２８？←ｋ，inu：
６８，２２９？←sirami
230？←sira:9１
日
日
髪
三
力
昨
風
白
ここでは、《風》の基底形はJirjamほど具体的ではないが、sirami或いはsiramiほど
抽象的でもない、その中間のsirjamiということに－応しておこう。２uJrjoの基底形もせ
めて２usirjoとしたい所であるが、一応？uJrjoのままにしておくことにする。共時的に
/?usrjo／を基底形とした口蓋化逆行同化も考えられないではないが、－ｕｓの如き多様な閉
音節を認めることに変りはない。
口蓋化と平行するｕの順行同化の唇音化も見られるOul、hwa:〕《四日》222．基底形と
してjuha：（むしろjuha）の可能性が充分にあるが、ここではjuhwa:が基底に有るものと
しておく。
4.2．交替規則は音韻規則か音声規則か？
３モーラ音節を２モーラ音節に短縮する規則(13)および１モーラ音節と２モーラ音節の二つ
の音節に分解する規則(15)は、音韻規則すなわち辞書の中の規則なのか、辞書の外post
lexicalな規則（音声規則）なのか。この答ははっきりしている。そもそも３モーラ音節が
出来てしまうのは、（基底で３モーラ形を立てたｋｏ:ｉ《鯉》を除けば）子音だけの助詞、
《も》が付いて音節構造が変ったり、子音や母音で始る助詞（ｎｕ等）が付く或いは何も助
詞が付かないことがはっきりして名詞末の音声環境が走ってから(9)で語末母音が脱落して
音節構造が変ったりするからである。名詞に助詞を付ける（或いは付けない）ということは
辞書の中の仕事ではない。各名詞について《も》の付いた形と《も》の付いていない形とを
二重に辞書項目として登録するのは、余りにも記憶容量の浪費であろう。辞書の中の名詞に
は助詞は付いていないし、また付かないに決っている訳でもない。従ってこの方言の音節構
造再編成規則(13)(15)およびそれに基づいて適用きれるアクセント規則（ピッチ付与規則）
は、辞書の外の規則すなわち音声規則である。
５．アクセント
筆者はくか〉〈富〉の用語accuteとgraveを使いたくない。彼等のaccute即ち句末「下
降調」を筆者は、で表し、ｇrave即ち句末「上昇調」は／で表すのが適当であると考え
るからである。、がaccute、／がgraveでは記号が逆になってしまう。
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本方言の概略の音節構造とピッチの関係を示すためにくか90〉の第５表をもとにして簡略
に纏めると、（24)の如〈になる。khugal、､、、，udul、rim等ＣＯ○の型の存在は心細いの
でここに入れなかった。例はこの二つしか挙がってしてない上、両例とも助詞強調形で、実際
にはkhuga,|、､1ｍ，udu.'、rimの可能性があると考えたからである。強調された、、，ｒｉｍ
の音節が強いので、これこそリズムの関係で直前の音節が実際にかなり短くなってしまった
のであろうかと想像きれるが、本質的には長音節でなければならない。こういう強調形によ
らないＣＯ○の型が有るならば、そのような例を挙げるべきである。
(24）
句末下降調 句末上昇調音節構造
|、khf： 毛
八日
酒
十日
黄金
桜が
二月
十回が
十回も
正月
湯
俵
眉
日
葉
根
も
が
も
一
一
一
一
一
口
屋
葉
回
回
言
五
五
ｍ
ａ
ａ
ａ
ｍ
日Ｄ
ＵＤ貝）・ｎ
Ｊｒ・ｍｙ・ずし
ａけα
牡
ｍ
ｒ
ｕ
》
ｅ
》
ｅ
小咄刎仙川蠅ＭｗＷ
○ｑの⑩心伽》《》》
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｆ
Ⅲ
皿
Ⅲ
田
Ⅲ
旧
肛
Ⅲ
Ⅲ
Ｒ冊ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ
jonk，a
sel、ｈｅ：
thunkher
khu｢gannl
sak1ranu
nirgwad可｡fk
thunkherga
thunkherim
Jongwatl、dlk
本資料には、長音節が三つ以上続く例は(24)最下段の《正月》１例しかない。句中に「高い
所」（H)が二つ以上出現する下降調句についてはよく分らない。
ピッチ付与規則としてまず滝表示によるアクセント（声調）表記を導く規則を考えてみよ
う。（25)の１，２の規則が仮定できる。《正月》の型は仮に除く。
(25）
１
滝表示規則
最左端長音節に「高（低)」マーク（○７）を付けよ。
（下降調最終音節に強調が有れば、その音節を最左端音節として
「高（低)」マークを付けよ｡）
上昇調句の最終音節に（可があればそれを消して）「上昇」（「ｏ或いは「○）マー
クを付けよ。
２
－１６－
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(26） 滝表示による例。（最終行は本資料の表記）
《鳥の》《鳥も》《俵》《俵も》
、tunnu、turim／to:ｒａ ／to:ｒａｍ
○丁ｏｏ○丁 ○丁ｏ ○丁○
○丁ｒｏ○丁「○
thUn可ｎＵｔｈＵｌ、ｒｉｍｌ、thO:｢rathO:|／ram
伺川ｄの川
《扇の》
/2oknju
○丁ｏ
○丁ro
Mokrnju
《扇も》
／2ｏ:gim
○丁○
○丁「○
２o:|/gim<か〉
｢2o:|/gim<富〉
１
２
上のやりかたでは、／mimi:《耳》は(27)のようになる。
(27） ／ｍｉｍｉ：
o○丁
ｏｒ○
mil/ｍｉ：
１
２
この語頭の短音節の声の高ざはどうなのであろう。（28)のくか〉の記述を参照。
｢iambicのgraveaccentの単語【/o○】には、第一音節目がたかくもなく、(28） l centの単語【/o○】には、第一音節目がたかくもなく、ひく
くもないようなピッチではじまるぱあいもあるし(〔mWmi:〕耳)、たかいピッチでは
じまるぱあい（〔｢mWmi:〕耳)もあるが、１音節語にみられるはじめの小ざなピッチ
の下降の部分に第一音節目が相当するものとおもわれる｡」〈か66〉
「諸鈍方言のgraveaccent【上昇調】は、中国語の第３声(214)のように発声のはじ
めの部分にわずかに下降がみられ、その後ピッチがもっともひくくなり、そして筋肉
の弛緩とともにピッチが上昇しておわるというみつつの局面がみられる｡」〈か54〉
｢第一音節はたかいピッチではじまり、第２【ママ】音節めにひくくてつよいgrave
accentのピッチがみられる。〈夕食〉０u:しban〕…」〈か80〉
しかし、服部(1979:104)の諸鈍方言に(29)の例がある。
たけ
竹 ｄＥｈｓＦ
－＋
(29）
滝表示規則(25)は、／o○型の第一音節の高ざも問題であるし、規則もかなりａｄｈｏｃな感
じがする上、音声的な実現が明瞭でない。多少とも一般的に出来ないものであろうか。確実
なことは、下降調と上昇調とは殆ど同じ規則であり、僅かに上昇調の場合に語末モーラが高
くなるだけの違い、ということである。下降調も上昇調も基本的には最左端の長音節が
－１７－
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「高」で次が「低」である。長音節にＨ(igh)Ｌ(ow）のメロディーを付けて、上昇調句の最
終モーラにＨ(igh）を付け、（30)の原則で形を整えていく、というようにするだけで音声形
は出てくるのではないか。（30)の原則というのは、この方言固有の原則である。
(30）原則ａ：１モーラには１音調（ＨかＬ）しか付かない。
従って連結できない句端の音調は消えるのであるが、句頭短音節のＨは不完全に
しか消えないような記述もある（(28)参照)。
原則ｂ：Ｈは２音節にまたがらない。（Ｈはそのようなspreadをしない｡）
ききにも触れた、○o○と、○○○の問題がある。thunkherim《十回も》を生かすと
IC:可gwatl、dfk《正月》が出来ず（*IC:可gwatdfkになってしまい)、Jongwatl、dikを生か
すとthu:可kherimが出来ない（*thunkh61、rimになってしまう)。これらの型は各１例ずつ
しか挙げられていないので、滝表示規則と同様に仮にthunkherimを生かした規則(31)を示
すことにし、Ｊｏ:可gwatl、dfkを生かした場合の規則も仮定することにする。
強調については、下降調句末の助詞ｍの強調しか述べられていないので、一般的な規則
の立てようもないが、これ一つだけのための規則を仮に(31)－１として立ててみよう。
(31）ピッチ付与規則
１最左端長音節にＨＬメロディーのＨを合わせて付けよ（thunkherimを生かした)。
（Jongwatl、dlkを生かすならば、全ての長音節にＨＬを付け、左から見ていっ
てＨＬに隣接する右隣のＨＬを消せ｡）
（１，下降調句（、）の最終音節に強調が有れば、その音節を最左端長音節としてＨＬ
を付けよ｡）
２上昇調句（/）では、句末モーラにＨを付けて、そのモーラを専有せよ。
(他の枝は切って左に付ける｡）
HＬより左の空いている枝には既定値defaultのＬを付けるものと考えてよいのであろう。
既定値のＬの調値はＨＬのＬとは違う可能性が充分にある。
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(32）派生の例。
《目》
／ｍＩ
《毛》
、ｋｌ／１，１●●
Ｈ
２
ｏ八坪ｖⅢ‐
○
八
匹α
|、、
ＨＬＨ
,／
ｏ八］ⅥⅢ‐
－＞
(６）
〔し、I：〕 〔I、khI：〕
上の《目》において、（31)-1により長音節にＨＬメロディーのＨを付ける。（31)－２によ
り最終モーラにＨを付けてそのモーラを専有する。両Ｈ間のＬは、（30)の原則ａと句末
Ｈの専有により、第二モーラに連結できず第一モーラに連結すべき所であるが、そうしよ
うとするとその連結線が、最左端のＨから第二モーラヘの連結線と交叉することになるの
で、それも出来ない。そこで最左端のＨから第二モーラヘの連結線を切ってＬが第一モー
ラに連結する。そうすると第一モーラが２箇の音調ＨとＬを担うことになり原則ａに反
する。故に句端のＨが消える。このＨが完全に消えるかどうか問題である(28)。
(33） 《耳》
／ｍｉｍｉ ／ｍｉｍｉ ／ｍｉｍｉ
００ → ００ －＞ ００
｜ハ
ルＵノリα
、j/、
八 ｜ハ
ノリノリノｕ
ｌｌｌ
ＨＬＨ
〔miI／ｍｉ:〕
ＬＬαノリ
、、+、:ｉｉ、
ＨＬＨＨＬＨ
１２
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《二人も》モ強調
、t，a:ri丼、
母音脱落(9)
音節縮約(13）
《二人も》
、t'a:ri丼、
ｊ人・ｌ
ｌ
－
Ｔ
Ｔ
ｒ
く
ａ
ａ
ａ
ｔ
ｔ
ｔ
、
、
、
、ｔ，ａｒｉｍ、ｔ，ａｒｌｍ●、ｔ，ａｒ
○○
八ハ
ノｕノリノリノＬＬ
Ｖ":’
ＨＬ
〔t'ａ:可rim〕
○○ｏ八川Ｖ
八八
ＬＬ座ノｕノリ
(v(Ｖ(＄
(Ｌ）ＨＬ
〔ｔ'ａ小rim〕
ＨＬ
〔'、ｔ'ａｒ〕
羽皿ｕｕ・杣杣ｕ
側鯏・汕翫・ｍｈＷ
ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
０
ｏ
？
２
２
？
？
２
／
／
／
／
／
／
《扇も》
/?o:gi丼、
/?o:ごiｍ
，偏
・
凹
智
狸
．
ｌ
ｏ
Ｃ
Ｏ
？
２
２
／
／
／ 口蓋化
母音脱落(9)
口蓋化同化
無声化
音節縮約(13）
/2ｏ:ｋ
／2ｏｋ
／２oｋ ／２oｋ ／？oｋｊｎｊｕ ／２ｏｇｊｉｍ
０ Ｏ
八
００ ００八川Ｖ
八
叩
ｖ 八八ＬＬノｕノリＬＬ
ＶＩｌ
ＨＬＨ
→αノリ LＬ
ＨＬＨＨＬＨ
塵／
０
ＨＬＨ
〔2o:|/gim〕〈か60,87〉
〔r2o:|/gim〕〈富227〉
〔|/2ok〕 〔Mok｢nju〕
-２０－
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《烏》
／garasi
/garaJi
/gara:』
《烏が》
／garasi＃ｎｕ
／garaJinu
／garaJnu
Jの後では一般に不適用
／garaJnu
口蓋化
母音脱落(9)
口蓋化同化
音節縮約(13）／garaJ
／行⑥－gａｒａＪ／ｇａｒａＪ ／ｇａｒａＪｎｕ ／ｇａｒａＪｎｕ
００→０Ｃ
ｌ八’八
匹ユノｕ ノ(Ｌαノリ
11/i画く｡it、,，
〔gal／ras〕
ひび０→０ひび
'八’’八｜
/【ＬノリノリノリノＬＬユノｕノリ
Ｖ’１//ｌｌｌ
ＨＬＨ（Ｌ）ＨＬＨ
〔gal、rasrnu〕７１，７２7１，７２
《烏も》
/garasi丼、
/gara:Jim 口蓋化
／ｇａｒａＪｉｍ／ｇａｒａＪｉｍ
ＯＯＯ－〉 ０００
１ハハ
ノｕノｕノｕＬＬａ
ＩＶＩｌ
（L）ＨＬＨ
〔ga｢ra:I／Jim〕７２
'八八
ノリノリノリノｕノリ
Ｖ、、
ＨＬＨ
筆者の仮定した規則からは、（33)の最後の例のように語末のｓが、基底のｉの脱落した後
も口蓋化を保つことになる。しかし、〈か71,72〉の資料ではｉの脱落とともにｓの口蓋化
も失っている。
〈か〉〈富〉両資料を通じて、名詞基底形が／si／で終るものは《烏》を除いてすべて
（<富〉には《烏》が無いから文字どおり全て）（34)に見るとおり、ｉの脱落後も／s／の口
蓋化を保っている。
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(34）
//garasi／
/、?usi／
/、hasi／
/、?isi／
/、klbu:si／
garra:|/Jim72
2uMim57,64
hal、Jim57,64
2iMim57,64
khI｢bu:Tim
khlbu:Mim66
harda:しJim
gal、ras｢ｎｕ７１
?uJ7nu53,５７
haJ7nu5a57
2iJ7nu53,５７
khfrbuJ7nu
khf｢bunnju65
hal、daJ｢nｕ
gal/ras7L72
MuJ
MaJ
MiJ
khll、buJ63,6５
カラス
牛２１９
橋
石
煙２２２
(助詞強調）
裸足２２９//hada:si／hal/dａＪ６８
なぜくか〉の《烏》でだけｉが落ちるとｓの口蓋化も失われるのか分らない。或いはくか
72〉の〔ga｢ra:|/Jim〕は実は〔ga｢ra:|/Ｓｍ〕なのであろうか。もしそうならば、基底形は
/／gara:s,／ということになる。そもそもＪに続く助詞、ｕのｎが、〈か65〉の１例
khIrbuJ7nju《煙が》を除いて全て口蓋化なしで記述されていることも気になることである。
6．おわりに
筆者の立てた基底形で代表的な音節構造の分布と若干の例を示す。音節構造のうち半母音は
Ｃに含ませてある。
(35）
○ＣＶ：
下降調（、）
kl：毛、ｔＪ，i:血、hw6:蝿、
､i：実、、a：名、ｋｏ:川
turi鳥、nat，ｆ夏、
kubi首、hasi橋、
hana:鼻、kade:風、
huju:冬、hid5i:肘
t，a:t'’二つ、ｊｏ:ｋａ八日、
ko:tJi鞠、ｋｆ:ｂＩ小指
sakra桜、utt'ｉ一昨日、
hatka二十日、hutka二日
udu:ｒｉ踊、tJikia:ｒａ力、
tMf:ｍｉ鼓、kuga:ｎ６黄金
tukeri十回
上昇調（/）
kI：木、ｔＪ，i:乳、、a:菜、
ｍｅ：目、ｋｏ：粉、ｋＷａ:桑
?inu犬、d5inu銭、ｕｎｕ斧、
k,inｕ着物、senｕ千
jama：山、tYk'f：月、
ｍｉｍｉ:耳、ｋ'umo:雲
to:ｒａ俵、？o:ｇｉ扇、
ho:k，ｉ箒、ｋ，jubi帯
katna刀、hukru袋、
haJrja柱、？uJrjo後ろ
kagami鏡、sirja:ｇｆ白髪、
kuho:ｒｏ心、kutu:ｂａ言葉
t'1:tatJiついたち
?itkeri五回
l）
ＣＶＣＶ２）００
o○ＣＶＣＶ：
ＣＶ：ＣＶ○Ｉ ＣＶＣ3)ＣＶ
o○ｏＣＶＣＭＣＶ
ＣＶ：ＣＶＣＶ
ＣＶＣ３)ＣＶＣＶ○・｡’
'）基底形はｃｖになる可能性がある。
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２）資料の範囲内では最終音節の母音は、下降調では非円唇狭母音ｉｆのみ、上昇調では、
円唇狭母音ｕのみ。
３）ＣＶＣ音節の基底形はＣＶＣＶの２音節になる可能性がある。
子音のみからなる助詞が付いたり語末狭母音が脱落したりして出来る形を除いて、（最終)語
彙項目（辞書の出力形）として長音節（２モーラ音節）が複数箇続く例は僅少である。例を
もとめても、類別語彙表を規準にして選ばれた語彙では自ら数も制限きれてしまっているし、
せっかく記録されている語彙も助詞を付けていない等で基底形が得られない。可能性の有る
ものだけでもと思って拾ってみると、僅かに(36)に挙げた資料を得た。
(36）
／、dumbai／
／、Jo:gwatdfk?／
《いっぱい》○○ＣＶＣＣＶＶ
《正月》おそらく○○ｏｏＣＭＣＶＣＣＶＣＶ
或いは○ｏｏｏｏＣＶ:ＣＶＣＶＣＶＣＶ
《元旦》○○？ＣＶＣCVC？
《二月》おそらくｏ○ｏｏＣＶＣＶＣＣＶＣＶ
或いはｏｏｏｏｏＣＶＣＶＣＶＣＶＣＶ
dum7bai79
Jongwatl、dｌｋ９０
/、gwantan?／gwan7than79
/、nigwaddYk?／、i｢gwad7dlk90
「語彙項目としては、１アクセント単位（アクセント句）に長音節は最大1箇」という制
限がこの方言には有るのかもしれない。
この方言が、句末下降と句末上昇の二つの声調（トーン）からなる単語声調言語である、
ということは誰が見ても明瞭である。我々はこういうアクセント（トーン）を見て直観的
に、上昇調の方が無標だと思う。ところがそのピッチ付与規則(31)を見ると、下降調も上
昇調も同じ規則（最左端の長音節がＨでＬが続く）が適用きれ、上昇調においてのみ
最終モーラをＨにする。そうなると、少なくとも規則の上からは上昇調が有標で下降調
が無標ということになる。有標・無標ということも考え直苔なければならなくなってきた。
確かにこの方言の上昇調は、日本語諸方言の有標アクセントに対応している。しかし、有
標・無標ということを言うためには、なおこの方言内部の種々のアクセント・トーン現象
を知らなければなるまい。
（35)の基底CVCＶ構造の名詞末に現れる母音が、今の資料の範囲内で、下降調はｉ
とＩに限られ、上昇調ではｕに限られている。〈か〉〈富〉で得られるCVCＶ名詞の全
てを(37)に挙げる。ざらに多くの資料が欲しいところである。
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(37）下降調
ｆで終るもの
／、nat'1／｜、nat５３ 夏２１９nal、ｔ'１ｍnat~1nｕ
ｉで終るもの
/、k'ubi／｜、k，ｕＰ
/、turi／ ｜、tｈＵｒ
首２１９
鳥２１９
k,ul、bim57C4
thul、rim５７，６４
k，up可､ｕ５３，５６
thUn丁njU
thun可､ｕ５３，５６，７４
?unnu53,57
haJ7nu5a57
2iJ7nu5a57
khamlu
khap7nu
jumnu53,5７
９
９
９
９
１
１
１
１
２
２
２
２
牛
橋
石
紙
紙
雪
/、2usi／
/、hasi／
/、2isi／
/、kami／
/、kabi／
/、juk,i／
?ｕl、Jim57,64
haMim57,64
?iMim57,64
khal、mim
khal、ｂｉｍ
ｊｕＭ，iｍ57,64
ＭｕＪ
ＭａＪ
ＭｉＪ
ｌ、ｋｈａｍ５３
１、khap
l、juk
最終母音不明のもの（単独で脱落しているからＩｉｕのいずれかであろう）
/、hir?／
/、muJ?／
/、k，utJ?／
/、kuJ?／
/、sIk?／
/、hwak?／
/、k，uk?／
/、mitJ?／
/、mIt?／
/、huJ?／
/、nok?／
/、mum?／
/、gan?／
き
昼
虫
口
腰
す
箱
釘
道
水
星
虹
籾
蟹
|、ｈｉｒ５３
１、ｍｕＪ５３
１、ｋ，ｕｔＪ５３
１、khuJ53
1、ｓｆｋ５３
Ｍａｋ５３
１、ｋ，ｕｋ５３
１、ｍｉｔＪ５３
１、ｍＩｔ５３
１、ｈｕＪ５３
１、ｎｏｋ５３
１、ｍｕｍ５３
１、ｇａＯ５３
１、ｇａｎ５６，７４
１、２ａＮ５３
１、２ｉｐ５３
１、ｈａｔＪ５３
１、ｊｕｔ５４
、ｍｕｔ５４
gan7nju53,56,74
老
つ
つ
蟻
海
蜂
四
六
/、an?／
/、?ip?／
/、hatJ?／
/、jut?／
/、mut?／
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/、jat?／｜、jａｔ５４ 八つ
上昇調（ｕで終っている）
//2inu／〃ｉｎ56,58
//d3inu／｜/d5in56,5９
1、？in｢nｕ５６，５８
１、d3in｢nju59,77
1、d3in｢､ｕ８７，８９
１、Jｅｎｒｇａ５６
?Ｗｎｕｍ６０
ｄ５ｉｌｍｕｍ６０
犬２２６
銭
//senu／ 1/Ｊｅｎ５６
ﾚＪｅＮ７１
１/，ｕｎ５６
１/，ｕＮ７１
１ｍｊａｋ
ﾚJen
l/ｋｉｎ５６
Jel/nｕｍ７１ 澱粉
//unu／ Ｎｕｎｒｎｕ５６ ，ｕｌ/nｕｍ７１ 斧
//hjaku／
//senu／
//k,inu／
|、hjak｢ga56
Menrga56
1、ｋ，iｎｒｎｕ５６
hjal/ｋｕｍ７１
Ｊｅｌｍｕｍ７１
ｋ，Ｗｎｕｍ７１ 物
百
千
着
本稿の全体を見て、仮に立てた基底形の閉音節末子音が多様に過ぎる。母音をそこに立て
るべきなのであろうが、今の資料のままでは冒険を試みる勇気もない。しかし、不完全では
あるが上の程度の基底形と若干の規則から、表面的な音声形・ピッチ形（の元になるもの）
が生み出せる。更に精密豊富な資料の蒐集に務められることを願うものである。
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